
第 9~1 九州地方の地下水 779 

河川によって浸食された埋没谷地形が認められ，最低標高は南田布施駅付近にある井戸でー74

m と確認されている。

一方，万之瀬川の中，上流部および支川沿いで も，深層地下水の開発が各所で行われ，谷埋め

した火砕流堆積物〈主として阿多火砕流の浴結凝灰岩で収縮クラ γ クに富んでいる〉と基盤岩である四

万十累層群の風化部および両者に挟まれた旧期河床砂礁層が取水の対象となっている。取水

量は，万之瀬川筋で日量 500~2，000 m3，や11殿川筋で日量 200m3程度，その他の支川筋で日量

400~ 600 m3 程度となっている。比湧出量は，万之瀬川筋で 200~ 400 m3/d/mと上七!践的多く s

支川で 20~100 m3/d/m程度となっている。帯水層の透水係数は 10-4~ 10-G m/sで¥おおむね

10-5 m/s であり，貯留係数は 10-1~ 10-4 程度である。なお， 基盤岩類の風化部から裂か水を取

水すること もまれに行われている。

(猿山光男)
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14. 湯布院盆地

(1) 地形・地質

湯布院盆地は大分川の最上流部にあり，筑後川 との分水嶺で‘ある水分峠と由布岳(別名 豊後富

士 ・標高 1，584m)に挟まれた最大幅 2km，東北一南西方向に約 5kmの長さを有する紡錘状の

小盆地である。盆地の平坦薗は標高 460~ 500111でP その面積は約 81叩.1
2である。山地流域は約

43km2と大きい。
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図2-9-68 湯布院盆地地質図



780 第 2編地方別にみた地下水

山地流域の南西端の一部は中新世の玄武岩質安山岩類からなるが，他の周辺一帯は下部更新世

から上部更新世にかけてI噴出した各種の火山岩類から構成されている。その代表例はいわゆ る山

陰系火山岩類(角閃石安山岩類〉からなる秀麗な由布岳である (図2-9-68)。

これらの火山体に取り固まれた盆地内には，大分川の源流である白滝川や湯の坪川が流下して，

火山性扇状地と沖積地を形成している。盆地は別府地熱地帯や鶴見岳，由布岳および久住火山な

どの活火山が連続する東北ー南西方向の線上にあり，由布院温泉やその周辺部には地熱地帯が連

なっている。

(2) 地下水

湯布院盆地の南側斜面沿いには，約 20カ所の集水渠があり (1)湧水を取水して水田の補水源

としている。

飲料用水比深度 71111の深井戸 1本(日部勺 1，000111りと 山脚部にあ る 4カ所の湧水(日量約

6，0001113
) を水源とし，湯布院地区 6，200人に配水している。そのほか3 簡易水道の水源として

湧水 2カ所と井戸 1カ所があ る。この飲料水は火山山麓からの湧水を主に活用しており，町民

7，500人のほとんどに配水されている。

地表水や湧水に恵まれているため，浅井戸や深井戸による地下水取水はあまり行われτいない。

(3) 熱水利用

湯布院盆地の南西端部を除く平坦音[1全域に熱水が賦存している。熱水は平均 60.8
0
C と高温

で，大分川 と宮川の合流点付近から下流にかけては自噴しているところがある。熱水の湧出孔は，

1982年 10月現在，約 860孔あ り3 その 55% は深度 150m 以下の比較的浅いものである (2)。こ

れらの湧出孔から取水される熱水はホテノレ，別荘および一般家庭のj氏自用などに利用されている。

熱水の農業用の利用は 1967年頃から行われている。川上(図2-9-68のA点〉は，深度 300m，

口径 40mm のボー リング孔から揚水した 750 Cの熱水を 1，200m2のハウス内にはりめぐらさ

れた鉄管内を循環させ，サボテンを主とする花 きを栽培してい る。また，スッポ ン，テラピアお

よび鰻の養殖用にも 5本のボー リング孔から揚水された熱水が利用されている。また，1980年

から大分県林業課により ，熱水利用による街の子の早期栽培試験が行われている(図 2-9-68のB

点〉。この試験はパイプを地下 20-30cmのと ころに 40cm間隔に配置い熱水を 12月頃から通

水して地温を高め 1月頃から笥の子を出荷するもので 4月まで続けられる。

川南では，農業振興総合対策事業に よるハウスの建設(図 2-9-68のC点〉と省資源，省エネノレギ

一対策事業による司熱交換機の購入が 1981年に行われた。ハウスは S棟 1，060m
2
で，熱源は近傍

にある自l噴熱水〈約 600C) を用いている。なお，湯布院町の平坦部における年平均気温は 13.S
0
C

で3 最低は 1977年 2月の -6.30Cである。

目立 4，400m3に及ぶ熱水は，その一部が入浴用に利用されるのみで，大部分が無効放流され

ている。このため，上述したような活用をはじめとする総合的な熱水資源の見直しを目的とした

「湯布院町温泉熱利用省エネルギ一対策研究会」が発足し，今後各極の事業化が進められる こ と

になっている。

(猿山光男〕
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15 玖珠盆 地

(1) 地形 ・地質

玖珠盆土色は筑後川支流玖珠川の上流部に発達するもので，湯布院盆地と日田金地の中間部に位

置する 。 本盆地は長径(東西方向〉約 llkm で， その北西部は標高 500~700m の耶馬渓溶結凝

灰岩〈更新11!:中期〉からなる台地があり ， 東部は標高 700~800 111の筑紫溶岩 (更新世前期〉から な

るメサ地形の山 *々が連な り，ほぼ半円形 をな している。南半部には標高 660~ 940 m および
は ね

1，100 m の台地からなる二重メサで有名な万年山があり ，その北側山脚部は西北西から東南東方

向に延びる直線状の急崖となっ ている。
つのむれ

これ ら 山地に取り固まれた盆地は，標高 370~ 400 lnの丘陵性山地からなり，鋭 山， 角埋山お

よび伐株山などの標高 600m のメサ地形も点在している。これらを形成する溶岩も周辺 山地と

同時期の ものである。

盆士也の基盤は玖珠層群(中新世後WJ)である。本層群の下半は宝泉寺層と呼ばれ，変質安 山岩
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図2-9-69 玖珠盆地地質図 (大分県ωを一部修正)

を最下位と して軽石質砕屑岩を主とする互層からなり，古万年山裕岩や安山岩を挟む。 上半は野

上層 と呼ばれ3 シノレト岩，}冒灰岩， 角磯凝灰岩およ び、珪藻土の互眉からなっている。これらの地

層は植物化石，魚類化石 3 珪瑛化石なと、淡水性の化石を含む。本層群はほぼ水平に堆積しており ，

盆地に広 く分布する。

標高 370~ 400m の丘陵性山地は玖珠層群やその上位にのるメサ地形の山地の低平地を埋めた

待 このうち 3 大岩扇山(標高 671m)はメサ地形の典型例と して天然記念物に指定されている。


